
『スクリーンショット』
スマホや PC の画面を写真に撮

ること。Android は電源ボタンと

音量下げるボタンの同時押し。

iPhoneは電源ボタンとホームボタ

ンの同時押し。PCはキーボードの

PrtScキー。SNSでトラブルがあ

った場合など，スクリーンショッ

トがあれば後から確認できる。

これ知ってる！？

こ
の
一
年
の
歩
み

学
習
情
報
指
導
員

村
田

貴
志

先
日
、
腕
時
計
型
の
情
報
端
末
発
売
の
ニ
ュ
ー
ス
が

世
間
を
賑
わ
せ
、
日
進
月
歩
の
勢
い
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
進
化

を
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
特
長
を

生
か
し
た
教
育
の
質
的
向
上
は
、
子
供
た
ち
の
生
き
る

力
を
育
む
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
教
師
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
一
年
間
の
学
習
情
報
部
の
活
動
は
、
授
業
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
法
の
研
究
と
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
に
重
点
を
置
い
た
。

自
主
研
修
サ
ー
ク
ル
Ｔ
Ａ
Ｖ
で
は
二
回
に
わ
た
っ
て「
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
活
用
講
習
」
を
開
催
し
多
く
の
先
生
が

受
講
さ
れ
た
。
こ
の
機
器
を
活
用
し
て
授
業
改
革
を
行

お
う
と
す
る
、
先
生
方
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
道
徳
部
・

生
徒
指
導
部
と
連
携
し
て「
情
報
モ
ラ
ル
自
主
研
修
会
」

を
開
催
し
た
。
グ
ル
ー
プ
別
の
討
議
で
は
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
研
修
に
な
っ
た
と
実
感

し
た
。
子
供
の
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
は
、
全
て
の
教
員

が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

学
校
や
各
部
会
の
壁
を
取
り
除
い
た
こ
う
し
た
活
動

を
、
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

自
作
教
材
制
作
の
面
で
は
、
今
年
度
も
六
つ
の
教
材

を
制
作
し
、
全
て
の
作
品
が
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
入
選
す
る
栄
誉
に
輝
い
た
。
こ
れ
ら

の
作
品
は
、
授
業
で
活
用
で
き
る
教
材
を
作
ろ
う
と
、

岡
崎
の
先
生
方
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
制
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
「
子
供
の
た
め
に
」
と
い
う
教
師
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
教
材
が
、
今
後
各
小
中
学
校

の
授
業
で
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
こ
う
し
て
地
道
に
研
究
に
取
り
組
む
岡
崎
の

先
生
方
の
姿
を
、
他
地
域
に
大
き
く
発
信
す
る
こ
と
も

で
き
た
。
十
月
に
行
わ
れ
た
葵
中
学
校
で
の
授
業
研
究

会
で
は
、
決
し
て
特
別
な
機
器
を
使
う
わ
け
で
な
く
、

授
業
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
が
、
参
観
さ
れ
た
先
生
方

の
大
き
な
関
心
を
集
め
た
。
こ
の
様
な
子
供
目
線
に
立

っ
て
進
め
る
視
聴
覚
・
情
報
教
育
を
、
岡
崎
市
全
体
と

し
て
も
更
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
学
力
は
上
が
ら
な
い
。
教
師
が
授
業
の

工
夫
を
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
子
供
の
学
力
が
上
が
る

の
だ
」
本
年
度
の
愛
知
県
放
送
教
育
特
別
研
究
会
で
講

演
さ
れ
た
、
堀
田
博
史
氏
の
言
葉
で
あ
る
。
本
質
を
言

い
得
た
言
葉
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
道
具
で
は
な
い
。

使
い
手
の
意
識
改
革
こ
そ
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
的

効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
本
年
度
の
諸
活
動
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
成
果
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改

革
に
取
り
組
も
う
と
、
日
々
研
鑽
さ
れ
た
先
生
方
の
努

力
の
賜
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ

●
平
成
26
年
度

愛
知
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

○
生
涯
学
習
部
門

優
秀
賞

『
岡
崎
お
も
ち
ゃ
病
院
』
☆

成
瀬

正
和
（
羽
根
小
）

水
野

利
明
（
六
名
小
）

島
田

繁
直
（
六
西
小)

峯
澤

泰
季
（
南

中
）

神
野

裕
美
（
六
西
小
）

鈴
木

優
（
豊
富
小
）

村
田

貴
志
（
六
北
中
）

○
学
校
教
育
部
門

(
1
)

ビ
デ
オ
教
材

優
秀
賞

『
伝
統
を
う
け
つ
ぐ

～
味
岡
人
形
の
ね
り
が
し
ら
～
』
☆

吉
見

明
（
羽
根
小)

鈴
木

広
樹
（
額
田
中
）

名
倉

嘉
章
（
羽
根
小
）

中
根

良
輔
（
翔
南
中
）

石
川
由
里
香
（
常
磐
小
）

井
上

清
美
（
夏
山
小
）

優
良
賞

『
お
か
ざ
き
の
狛
犬
づ
く
り

～
手
掘
り
に
こ
め
た
思
い
～
』
☆

赤
堀

大
知
（
矢
南
小
）

鈴
木

一
史
（
竜
海
中
）

佐
渡

英
彰
（
矢
北
小
）

丸
尾

健
太
（
三
島
小
）

高
瀬

玲
子
（
愛
宕
小
）

尾
山

和
昭
（
矢
南
小
）

『
岡
崎
の
花
こ
う
岩

～
そ
の
特
徴
に
せ
ま
る
～
』
☆

大
塚

真
悟
（
梅
園
小
）

服
部

将
也
（
梅
園
小
）

杉
山

康
子
（
生
平
小
）

山
口

秀
樹
（
根
石
小
）

河
上

翔
太
（
梅
園
小
）

佐
藤

真
希
（
額
田
中
）

○
学
校
教
育
部
門

(

二)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
教
材

優
良
賞

『
郷
土
に
残
る
古
墳

～
岡
崎
市
の
古
墳
～
』
☆

太
田

尚
志
（
北

中
）

近
藤

雄
一
（
東
海
中
）

三
輪

恭
之
（
六
美
中
）

加
藤

光
（
竜
美
丘
小
）

山
崎

彰
伯
（
城
北
中)

内
田

雅
之
（
羽
根
小
）

『
お
か
ざ
き
音
事
典
』
☆

長
谷
川
誉
幸
（
美
川
中
）

坂
田

健
一
（
岡
崎
小
）

小
田

哲
也
（
新
香
山
中
）

岩
川

皓
司
（
葵

中
）

森

綾
子
（
下
山
小
）

加
藤

明
（
小
豆
坂
小
）

努
力
賞

『
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
材
「
化
石
っ
て
な
あ
に
？
」
』

武
田

泰
実
（
竜
南
中
）

☆
印
は
、
「
お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
」
が
制
作
し
た
教
材
で
す



市
内
の
小
中
学
校
が
数
々
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

し
た
り
、
助
成
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

●
第
17
回
キ
ュ
ー
ブ
活
用
コ
ン
テ
ス
ト

【
グ
ラ
ン
プ
リ
】

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
チ
ン
グ
と
ワ
タ
を
そ
だ
て
て

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
よ
』

生
平
小

二
年

【
活
用
賞
】

『
新
聞
を
つ
く
ろ
う
』

緑
丘
小
学
校

四
年
一
組
・
六
年
二
組

●
第
４
回
コ
ラ
ボ
実
践
コ
ン
テ
ス
ト

【
特
別
賞
】

『
新
し
い
一
ね
ん
せ
い
に
お
し
え
て
あ
げ
よ
う
』

生
平
小
一
年

●
第
８
回
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭

【
奨
励
賞
】

『
変
わ
っ
て
い
く
生
平
』

生
平
小
六
年

●
第
14
回
ち
ゅ
う
で
ん
教
育
振
興
助
成

岩
津
小
「
ス
ト
ッ
プ
！
ザ
・
ス
マ
ホ
!?

地
域
ぐ
る
み
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」

（
お
か
ざ
き
情
報
モ
ラ
ル
研
究
会
）

【
編
集
後
記
】

数
多
く
の
実
践
事
例
や
様
々
な
情
報
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

各
中
学
校
の
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
た
実
践

報
告
・
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
は
、
多
く
の
先
生
方
の
参
考

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
も
月
報
「
視

聴
覚
教
育
」
の
い
っ
そ
う
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
部
）

＝
実
践
報
告
＝

自
分
で
選
択
判
断
し
て
作
成
す
る
思
い
出
ア
ル
バ
ム

大
門
小
学
校

西
片

茂
雄

年
度
末
が
近
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
一
年
間

の
思
い
出
ア
ル
バ
ム
作
り
の
授
業
を
計
画
し
た
。

使
用
す
る
の
は
「
キ
ュ
ー
ブ
き
っ
ず
４
」
。
こ
の
ソ
フ

ト
を
活
用
し
て
、
子
供
た
ち
自
身
が
考
え
て
「
自
分
の

思
い
出
ア
ル
バ
ム
づ
く
り
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
学
習
環
境
を
整
え
た
。

ま
ず
初
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
使
用
時
に
お
け

る
知
識
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
指
導
し
た
。
撮
影
し
た
画

像
を
消
去
す
る
操
作
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
モ
ラ
ル
と
し

て
友
達
が
写
っ
て
い
る
画
像
は
勝
手
に
使
用
せ
ず
に
許

可
を
得
る
必
要
性
も
お
さ
え
た
。
積
極
的
に
活
動
し
て

い
る
た
め
か
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
操
作
に
関
し
て
は

特
に
つ
ま
ず
く
こ
と
も
な
く
、
撮
影
し
た
画
像
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
入
れ
る
こ
と
ま
で
自
分
た
ち
だ
け
で
や
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

次
に
、
今
ま
で
撮
影
し
て
き
た
写
真
を
「
な
ん
で
も
」

フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
し
、
ど
の
子
も
自
由
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
多
く
の
写
真
を
取
り
扱
う
こ

と
で
、
必
要
な
情
報
を
収
集
選
択
す
る
力
も
つ
け
さ
せ

た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
作
業
に
慣

れ
て
く
る
と
「
キ
ュ
ー
ブ
き
っ
ず
４
」
の
多
様
な
字
体

や
ス
タ
ン
プ
な
ど
を
駆
使
し
個
性
あ
る
ペ
ー
ジ
を
作
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
そ
れ
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
」

と
子
供
ど
う
し
で
学
び
合
う
場
面
も
見
ら
れ
、
授
業
の

中
で
自
然
に
関
わ
り
合
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

作
品
完
成
後
に
行
っ
た
観
賞
会
で
は
、
子
供
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の
場
面
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

喜
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。

今
後
も
様
々
な
活
動
の
ま
と

め
に
「
キ
ュ
ー
ブ
き
っ
ず
４
」

を
活
用
し
、
子
供
た
ち
の
情
報

活
用
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝

生
徒
が
関
わ
り
合
え
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
活
用

授
業
の
中
で
、
生
徒
が
発
表
す
る
際
に
、
説
明
が
上

手
く
で
き
な
か
っ
た
り
、
言
葉
だ
け
で
は
考
え
を
的
確

に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

子
供
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
す
ツ
ー

ル
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
利
用
を
考
え
た
。

理
科
の
授
業
で
は
、
カ
メ
ラ
機
能
を
用
い
て
ノ
ー
ト

に
描
い
た
図
を
生
徒
に
撮
影
さ
せ
た
り
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

を
用
い
て
グ
ラ
フ
を
作
ら
せ
た
り
し
た
。
そ
れ
ら
を
教

員
が
集
約
し
、
各
自
が
も
っ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
全
員
で
デ
ー
タ
を

共
有
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
各
班
の
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
見
え
る
と
、
生
徒
た
ち
の
理
解
度
が
増
し
、

物
質
の
化
合
が
比
例
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
容
易
に
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
意
見
を
発
表
す
る

場
面
で
は
、
自
分
の
デ
ー
タ
を
他
の
班
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
に
映
し
出
し
、
注
目
す
る
点
に
マ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
こ
と
で
、
他
の
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
利
用
し
、

保
存
し
て
お
い
た
前
時
の
授
業
の
様
子
や
デ
ー
タ
を
見

せ
る
こ
と
で
、
容
易
に
そ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
る
よ
さ
が
あ
り
、
次
時
の
導
入
で
も
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
す
れ

ば
、
授
業
と
生
徒
、
生
徒
ど
う
し
、

生
徒
と
教
員
な
ど
多
様
な
双
方
向

性
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
結
び
付

け
る
授
業
が
、
デ
ザ
イ
ン
し
や
す

く
な
る
よ
う
に
感
じ
る
。

今
後
も
、
こ
の
機
器
を
積
極
的

に
活
用
し
、
更
な
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

（
矢
作
中
学
校

学
習
情
報
主
任

永
田
祥
晃
）


